
NO 頁 寄せられたご意見の内容 上里町の考え方 区分

1 22

３－５）（４）生きることの促進要因への

支援

「精神保健福祉事業」の「内容」

自殺未遂で高次脳機能障害となった方を早

期診断につなげること、高次脳機能障害と診

断された方へ支援も行うことなども、この「精神

保健福祉事業で行っていくことがわかるような

記述にしていただければ嬉しく存じます。

いただいたご意見の内容を踏まえ、《精神障

害者》を「精神障害者等」、《精神障害者

（疑い含む）》を「精神障害者（疑い含む）

等」と修正しました。

複数の障害名の記述が必要となることから、

個別の障害名は記載することはせず、今後の

計画推進や具体的な施策、運営等の検討に

おいて参考とさせていただきます。

E

2 表紙

　上里町自殺対策計画

「上里町自殺対策計画」を「自殺防止計画」

または「自殺予防計画」とする。

 法律は「自殺対策基本法」となっていますが、

元々は厚労省の「自殺予防に向けての総合

的な対策の推進について 」から始まったものと

思います。目的を明確にするために「防止」ま

たは「予防」を追記した方が良いと考えます。

　自殺対策基本法の第１３条の２項におい

て、市町村は自殺対策についての計画（市

町村自殺対策計画）を定めるものとするとし

ています。また、事前・危機・事後対応等の段

階に応じた対策を講じることを求められているこ

ともあり、「上里町自殺対策計画」とさせていた

だきました。

D

上里町自殺対策計画（素案）

パブリックコメントの意見内容と回答について

 平成31年2月13日（水）～平成31年3月8日（金）にパブリックコメントを実施したところ、１団体から１項

目、１人の方から14項目のご意見が寄せられました。寄せられたご意見及びそれに対する町の考え方を公表い

たします。

　（反映状況の区分）

　　A：意見を反映し、案を修正した　　　　　　　　　　D：意見を反映できなかった

　　B：既に案で修正済み　　　　　　　　　　　　　　　　E：その他

　　C：実施段階または次の改定で参考としていく
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　（反映状況の区分）

　　A：意見を反映し、案を修正した　　　　　　　　　　D：意見を反映できなかった

　　B：既に案で修正済み　　　　　　　　　　　　　　　　E：その他

　　C：実施段階または次の改定で参考としていく

3 2

１－４）計画の数値目標

目標値を「平成29年から31年の平均値」とし

ているが、「平成31年から34年の平均値」と

する。

 平成29年や30年は過去の年であり今から

変えることはできないことから、これを計画策定

後の目標値に加えるべきではなく、あくまで計

画策定後の数値と比較すべきと考えます。

 （平成30年から31年と想定される）次回

の計画を策定する時期までに結果の数値が

出ないと困るならば、「平成31年から33年の

平均値」でも良いと考えます。

 計画は年度であり自殺者の統計値は暦年で

すが、この差については容認して良いと考えま

す。

　ご意見の通り、次期計画を策定する時期に

自殺死亡率等を把握できる平成33年までの

データから算出する平均値を目標値とさせてい

ただきました。

　また、年によるデータのばらつきを少なくするた

め５年間の平均値を現状値としたため、目標

値についても同様の条件で比較するため５年

間とさせていただきました。

D

4 2

１－４）計画の数値目標

最終的には自殺者数を減らすことが目標値と

なりますが、それ以外にも身近な目標を追加

して定めたほうが良いと考えます。

 例えば、後のアンケートで出てくる「不安や悩

みについての数や率を減らす」、「誰にも相談し

ない」とか「相談する人がいない」という人を減ら

す、などが考えられます。

 これは、例えば交通事故死を減らすのに、事

故件数やヒヤリハットを減らす取り組みと同じ

考え方です。

　今回の計画策定におきましては、調査等を

実施していないため、ご意見の様な身近な目

標を設定していません。いただいたご意見の趣

旨は、今後の計画推進や次期計画策定時の

参考とさせていただきます。

D

5 9

２－３）　各意識調査の概要

生活費などの経済問題や仕事に関すること、

育児・子育てに関することの ことなど、年代に

より大きな差があります。 とあるが、「に関する

ことの ことなど」の文章を「に関することなど」に

改める。

　地域福祉推進プランを策定時に、作成され

た「町民アンケート報告書」より、原文を抜粋

し掲載しています。既に完成している資料のた

め、文章は改めずに掲載させていただきます。

D
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　（反映状況の区分）

　　A：意見を反映し、案を修正した　　　　　　　　　　D：意見を反映できなかった

　　B：既に案で修正済み　　　　　　　　　　　　　　　　E：その他

　　C：実施段階または次の改定で参考としていく

6
13～

14

２－３）　各意識調査の概要

学校におけるいじめの実態に対する分析結果

を追記する。

 いじめから児童や生徒の自殺に至るケースが

数多く報道されています。学校におけるいじめ

の実態を把握し、すばやく対応することが自殺

予防につながると考えます。

　いただいたご意見の趣旨は担当課と共有

し、今後の計画推進や次期計画策定時の参

考とさせていただきます。
D

7 14

２－４）　各意識調査の結果から

「誰にも相談しない」と回答している人や、相

談相手が「いない」と回答する人がみられます

 「がみられます」というのは全体を把握する言

葉ではありますが、前後の文章と一体で読むと

「対象が少ない」ときに使う言葉のように感じら

れます。それぞれ、19.2％、17.7％　もあるわ

けなので、それに応じた言葉にしたい。

　いただいたご意見の内容を踏まえ、《回答す

る人がみられる》を「回答している人がいる」に

修正しました。

A

8 14

２－４）　各意識調査の結果から

「各意識調査の結果から」に、表9にある「日

常生活での不安や悩み」の結果を追記する。

 「自分や家族の健康に関すること」「老後の生

活や介護に関すること」「生活費などの経済的

問題」 が多かったことなど。

　いただいたご意見の内容を踏まえ、「・日常

生活での不安や悩みとして、「自分や家族の

健康に関すること」、「老後の生活や介護に関

すること」と回答した人が５０％以上となって

いる」を追記しました。

A

9 15

３－１）自殺の現状と基本認識

主要先進7か国

 対象国を注記などで明確にしてほしい。

　いただいたご意見の内容を踏まえ、本計画で

「主要先進７か国」という言葉を初めて使う１

ページに注記を掲載しました。

A
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　（反映状況の区分）

　　A：意見を反映し、案を修正した　　　　　　　　　　D：意見を反映できなかった

　　B：既に案で修正済み　　　　　　　　　　　　　　　　E：その他

　　C：実施段階または次の改定で参考としていく

10 15

３－１）自殺の現状と基本認識

年間自殺者数も依然として2万人を超えてい

ます。

 2万人が、日本全国の値であると容易に分か

るように表現してほしい。

　いただいたご意見の内容を踏まえ、《３－

１）自殺の現状と基本認識》を「３－１）

全国の自殺の現状と基本認識」に修正しまし

た。

A

11 15

３－１）自殺の現状と基本認識

自殺対策基本法では、自殺対策を社会づく

り、地域づくりとして推進することとされていま

す。

 「されています」と受け身にすると「わたしが決め

たわけじゃないけど、国の法律はこうなっている

んだけど、、、」と感じて取り組む姿勢が弱く思

われてしまうので、普通に「しています」の方がよ

いと考えます。

　いただいたご意見の内容を踏まえ、《されてい

ます。》を「しています。」に修正しました。
A

12 18

３－５）（１）地域におけるネットワークの

強化

町で実施されている各事業において構築され

ている連携を生かし、

 「町で実施されている各事業において構築さ

れている連携」を「町で実施している各事業に

おいて構築している連携」にする。

 町で実施しているのを受け身にするのはおかし

いと考えます。

　いただいたご意見の内容を踏まえ、《されてい

る》を「している」に修正しました。
A

13 25

３－６）重点施策

「自殺総合対策推進センター」が唐突に出てく

るが、この組織の概要を注記で示してほしい。

　いただいたご意見の内容を踏まえ、本計画で

「自殺総合対策推進センター」という言葉を初

めて使う３ページに注記を掲載しました。

A
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　　A：意見を反映し、案を修正した　　　　　　　　　　D：意見を反映できなかった

　　B：既に案で修正済み　　　　　　　　　　　　　　　　E：その他
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14 26

３－７）自殺対策の推進等

本計画の進行管理は PDCA サイクルを活用

して行います。

 PDCAを回すためには5W1Hをはっきりと記

載するべきと考えます。誰が、いつまでに、どの

様に行い、誰に報告するのかをしっかり決めて

ないとPDCAが回りません。少なくとも年1回、

毎年○月までには行うことを定め、必要を認め

た時はこれに追加して行う態勢が良いと考えま

す。

　いただいたご意見の内容を踏まえ、「事業の

実施状況について、毎年度「基本施策」の実

施状況等の把握を行います。蓄積された実績

を基に、計画の最終年度である平成３４年

度に最終評価を行い、次に目指していくべき

方向性を見出し、次期の計画策定に生かして

いきます。

なお、実施状況等の把握をする中で問題点

や課題が抽出された場合には、その解決を図

るため、必要に応じて施策の見直し及び改善

を行います。」に修正しました。

E

15

その他

　計画全体に対する意見・個別の事業運営

等について幅広い意見をいただきました。

　いただいた計画全体に対するご意見の趣旨

は、今後の計画推進等の参考とさせていただ

きます。

　個別の事業運営についてのご意見の趣旨

は、担当課との共有を図り各事業運営等の

参考とさせていただきます。

E
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